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3．各所属の年度目標設定例 

平成 28 年度実例 
・秘書課 
・法制課 
・課税課（固定資産税、庶務） 
・納税課 

平成 28 年度活用ガイド掲載例 
・総合窓口課 
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9月 A

T1
T2

9月 B

T1
T2

6月 A

T1
T2

9月 B

T1
T2

継続 B

T1
T2

9月 B

T1
T2

目標の具体的内容（以下に記載の行動をとり、目標を達成した場合にT3となる）

4. 目標達成確認シート　記載例　1/4ページ

過去に設定された目標のうち、例として適したものを記載しています。なお、一般職と再任用職員の目標設定
に大きな差が見られなかったため、一般職の目標を割合を多くし、掲載しています。

②につき目標の1.5倍以上を達成
①または②を上回って達成

目標（事業／業務） 目標の具体的内容（以下に記載の行動をとり、目標を達成した場合にT3となる）
認定こども園・保育所の認可業務（年度
末の認可に向けた準備業務）

年度末の認可に向けて、
①認可審議会条例案、議会想定問答作成（5月）
②認可審議会条例案の議会提出（6月）
③認可申請書類の様式作成（7～8月）
④事業者への申請書類周知（9月末）

達成期限 レベル

達成期限 レベル
レベル設定の理由 上位達成度の判定基準（可能性がある場合に記入する）

課題解決 A 行政課題 A 優先度

①本税100万円以上の滞納者（108人）のうち5人と折衝を行い、今後の納付等について話をまとめ
る（9月末）
②4億超ある滞納分の5％（2,000万円）を納付していただく（9月末）
③税務署、府税事務所、他自治体と連携を図るため協議会等に出席（4月）

事務 管理職

事務

上位達成度の判定基準（可能性がある場合に記入する）

課題解決 B 業務量 A 優先度 B

目標の具体的内容（以下に記載の行動をとり、目標を達成した場合にT3となる）

B
①～③が滞りなく進行され、参加者アンケート等から成果が認められてT2

達成期限 レベル
レベル設定の理由 上位達成度の判定基準（可能性がある場合に記入する）

創意工夫 B 業務量 B 優先度

委託契約業務保存データの整理 ①委託業務の保存データの被りがないか、データの洗い出し（８月末）
②検索しやすいデータ名への統一（８月末）
③②を踏まえて、変更点を課内へ周知・共有化（９月末）

目標（事業／業務） 目標の具体的内容（以下に記載の行動をとり、目標を達成した場合にT3となる）

B

品質管理システムの運用
（古江浄水場及び下水処理場における水
質検査結果の信頼性と精度の確保）

①水道GLPの品質管理責任者として検査結果の信頼性を確保
②水道GLP：8月に臨時の内部監査を実施
③下水処理場の品質管理システムの責任者として、業務を管理

目標（事業／業務） 目標の具体的内容（以下に記載の行動をとり、目標を達成した場合にT3となる）

達成期限 レベル
レベル設定の理由 上位達成度の判定基準（可能性がある場合に記入する）

調整 A 業務量 A 優先度

①昨年度協力職員や昨年度参加者（新規採用職員）等にヒアリングし、研修担当と協力して新しい企画
を検討する。（～5/31）
②説明会の実施及び実施報告（6月初旬）
③アンケートの結果等から、次回実施にむけた課題の洗い出し（～6/30）

B

達成期限 レベル
レベル設定の理由 上位達成度の判定基準（可能性がある場合に記入する）

調整 B 財政効果 B

①6月末までに要件を整理
②8月末までに補助申請書案を作成
③9月中に大阪府と協議し、同意を得る
④9月末までに国に申請書を提出

目標（事業／業務） 目標の具体的内容（以下に記載の行動をとり、目標を達成した場合にT3となる）

監督職

事務 一般職

事務 一般職

技術

新たな採用試験説明会の実施
目標（事業／業務）

レベル設定の理由

B

高額滞納案件に取り組むとともに、徴収
ノウハウの向上のため税務署、府税事務
所、他自治体との連携を密にする

目標（事業／業務）

管理職

技術 監督職

達成期限 レベル
レベル設定の理由 上位達成度の判定基準（可能性がある場合に記入する）

調整 B 財政効果 A 優先度

狭あい道路整備補助事業（H29年度の補
助採択に向けて）
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9月 B

T1
T2

9月 A

T1
T2

9月 B

T1
T2

継続 A

T1
T2

継続 B

T1
T2

9月 B

T1
T2

目標（事業／業務） 目標の具体的内容（以下に記載の行動をとり、目標を達成した場合にT3となる）
水月公園斉芳亭仮設工事 ①仮設案について見積り、打合せ（４月末）

②中国より担当者が来園し、仮設案の説明（５月中旬）
③内容を精査し、工事発注（６月上旬）
④中国より補修担当者が来日される前に仮設工事を完了（７月上旬）
⑤仮設を解体（９月末）

達成期限 レベル

技術 一般職

技術 一般職

目標（事業／業務） 目標の具体的内容（以下に記載の行動をとり、目標を達成した場合にT3となる）
一系水処理施設の高度処理化の検討（施
設更新計画を策定する上で費用に大きく
影響する項目であり、今年度取得予定の
放流水質データを踏まえて、水質管理課
として一系高度処理化の必要性を検討し
ていく。）

①一系水処理施設更新の方向性決定を目的としたワーキンググループを結成する。（４月）
②グループ会議を開催し、具体的な方向性を決定する。（５月）
③過去の水質状況と今年度実施する通日試験の結果を検証し、更新方法毎の水質状況を推測する。（５
月～９月）
④③の内容を水質管理課長に随時提案し、検証内容の精度を向上させる。（５月～９月）
⑤月１回の頻度でグループ会議を開催し、進捗状況を共有する。（５月～９月）達成期限 レベル

レベル設定の理由 上位達成度の判定基準（可能性がある場合に記入する）

調整 B 業務量 B 優先度 B

保育士 管理職

目標（事業／業務） 目標の具体的内容（以下に記載の行動をとり、目標を達成した場合にT3となる）
危機管理と安全な保育環境づくり ① 事故やケガの防止のため「五月丘ひやりマップ」を新しく作成する。5月末～6月に職員にアンケー

ト、集計、マップの作成（9月）パート保育士研修にも活用。
②ＡＥＤ・心肺蘇生研修を全職員に実施（6月）
③ 毎月の避難訓練がより高い意識で取り組めるよう、各ねらいを明確にし訓練毎に分担と見直しを共
有化する。毎月の反省点を記録し共有化、全職員に周知、指導する。
④ 安全で快適な保育・職場環境の整備日を決め実施、各担任の体制を整える。達成期限 レベル

レベル設定の理由 上位達成度の判定基準（可能性がある場合に記入する）

課題解決 A 業務量 A 優先度 B

保育士 監督職

目標（事業／業務） 目標の具体的内容（以下に記載の行動をとり、目標を達成した場合にT3となる）
児童発達支援事業（こばと事業）で他職
種との連携を密にして発達支援の充実を
図る。

①保護者との面談、イケダスを活用し個別支援計画を立案、作成する。(6月末）
②グループ指導は毎回評価、反省をもとに心理、ＯＴ、保育で打ち合わせ役割分担をして療育に取り組
む。（2/週　毎回）
③個別面談時や療育終了後の子どもの様子など保護者への説明をしっかり行う。(随時）

達成期限 レベル

レベル設定の理由 上位達成度の判定基準（可能性がある場合に記入する）

創意工夫 B 業務量 A 優先度 B
完成した「五月丘ひやりマップ」を活用できたらＴ２

保育士 一般職

目標（事業／業務） 目標の具体的内容（以下に記載の行動をとり、目標を達成した場合にT3となる）
道路再整備事業（事業の効率化・迅速化
を図るとともに、安全で安心な道路網の
整備を図る）

①担当職員と連携を図り、意見を出し合い計画、立案しすすめていく。
②子どもの気持ちや思い、要求をしっかり受け止め信頼関係を築き深めていく。
③基本的生活習慣を獲得し子どもが自発的、主体的に生活できるよう援助していく。
④発達の段階を把握し、適切に関わる。評価、反省を適切に行い保育に活かす。

達成期限 レベル

レベル設定の理由 上位達成度の判定基準（可能性がある場合に記入する）

創意工夫 A
市民サー
ビス

A 優先度 B
①～③の取り組みが充実していると判断されてT2

保育士 一般職

目標（事業／業務） 目標の具体的内容（以下に記載の行動をとり、目標を達成した場合にT3となる）
信頼関係を築く保護者支援と子どもの健
康保持

①家庭との連絡を密にし、安心と信頼を得られるような対応援助を行う。
②子どもの様子など掲示板や連絡帳、口頭などで伝え理解を得る。
③子どもの健康状態を観察し、体調不良への処置や保護者への連絡を速やかに行う。
④感染症について情報提供を的確に行い、予防対策を実施する。

達成期限 レベル

レベル設定の理由 上位達成度の判定基準（可能性がある場合に記入する）

調整 B 財政効果 A 優先度 B

レベル設定の理由 上位達成度の判定基準（可能性がある場合に記入する）

調整 B
市民サー
ビス

B 優先度 B
③④を自己学習し、早期発見、対応できてT2

4. 目標達成確認シート　記載例　2/4ページ

過去に設定された目標のうち、例として適したものを記載しています。なお、一般職と再任用職員の目標設定
に大きな差が見られなかったため、一般職の目標を割合を多くし、掲載しています。
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9月 B

T1
T2

9月 A

T1
T2

6月 A

T1
T2

9月 B

T1
T2

継続 B

T1
T2

継続 B

T1
T2

消防本部 管理職

目標（事業／業務） 目標の具体的内容（以下に記載の行動をとり、目標を達成した場合にT3となる）
 防火対象物・危険物施設・保安３法施設
の立入検査に関すること

①９月末の時点で特定防火対象物の立入検査実施率１２．５％を達成させる
②９月末の時点で危険物施設の立入検査実施率３０％を達成させる

達成期限 レベル
レベル設定の理由 上位達成度の判定基準（可能性がある場合に記入する）

課題解決 A 行政課題 B 優先度 B
９月末の時点で「保安３法」施設の立入検査実施率１５％を達成させる

消防本部 監督職

目標（事業／業務） 目標の具体的内容（以下に記載の行動をとり、目標を達成した場合にT3となる）
違反公表制度に関すること ①違反是正の重要性について全職員に周知（５月末）

②違反公表制度に向けて、条例改正（案）について研究（９月末）
③前年度、火災予防上の指示を出した対象物について、全件の改善計画を提出させる

達成期限 レベル
レベル設定の理由 上位達成度の判定基準（可能性がある場合に記入する）

創意工夫 A 業務量 B 優先度 A

消防本部 一般職

目標（事業／業務） 目標の具体的内容（以下に記載の行動をとり、目標を達成した場合にT3となる）
災害情報集約表を作成する ①Ｅｘｃｅｌで災害情報集約表を作成し、火災等の災害が発生した際、指令センターと各署所が情報共

有を可能とする。
最小限の入力操作で情報を入力できる機能とする。
②災害情報集約表を作成後、指令センター職員に入力方法を周知する。

達成期限 レベル
レベル設定の理由 上位達成度の判定基準（可能性がある場合に記入する）

調整 A 業務量 A 優先度 B

消防本部 一般職

目標（事業／業務） 目標の具体的内容（以下に記載の行動をとり、目標を達成した場合にT3となる）
危険物の規制事務に関すること ①許認可申請については、申請日より1週間を目途に処理する

②ＨＰ等を活用し、市内危険物施設の保安意識向上を図る（９月末）
③危険物国表の作成（５月末）

達成期限 レベル
レベル設定の理由 上位達成度の判定基準（可能性がある場合に記入する）

創意工夫 B 業務量 B 優先度 B

消防署 管理職

目標（事業／業務） 目標の具体的内容（以下に記載の行動をとり、目標を達成した場合にT3となる）
災害現場にて出場分隊を統括（安全管理
含
む）できる能力を養うため指揮隊訓練を
実
施する。

①指揮隊運用（全課、細河分署）の統一化（一元化）に向け、消防戦術検討委員会開催時に調整する。
②指揮隊運用マニュアル第16条（警防活動検討会）に基づき、災害出場後に実施するフィードバック
研修を通じて指揮隊の運用について毎回検証する。
③下記２の想定消防訓練実施時に指揮隊訓練も含め月1回実施する。

達成期限 レベル
レベル設定の理由 上位達成度の判定基準（可能性がある場合に記入する）

調整 B 行政課題 B 優先度 B
消防署全課での統一化達成

消防署 監督職

目標（事業／業務） 目標の具体的内容（以下に記載の行動をとり、目標を達成した場合にT3となる）
消防対象物を事前に調査（警防査察、地
水利調査、接塔調査等）し、災害現場活
動が円滑に行えるよう調査を実施する。

①５・６月期間地水利調査実施。異状箇所の改善の実施。
②７・８月地水利調査異状箇所の改善（テープ再明示等）。
③分隊巡回を行事等がなければ毎当務実施。（消防対象物・消火栓の確認）

達成期限 レベル
レベル設定の理由 上位達成度の判定基準（可能性がある場合に記入する）

課題解決 B 業務量 B 優先度 B

4. 目標達成確認シート　記載例　3/4ページ

過去に設定された目標のうち、例として適したものを記載しています。なお、一般職と再任用職員の目標設定
に大きな差が見られなかったため、一般職の目標を割合を多くし、掲載しています。
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継続 B

T1
T2

継続 B

T1
T2

9月 A

T1
T2

4月 B

T1
T2

4月 B

T1
T2

消防署 一般職

目標（事業／業務） 目標の具体的内容（以下に記載の行動をとり、目標を達成した場合にT3となる）
災害現場活動を円滑に行うため各種火災
想定、救助想定訓練、研修等を実施する
。

①当務中に１回は火災防ぎょ訓練、救助操法訓練、各種救助想定訓練、救助資器材取り扱い訓練、研修
等いずれかを実施する。
②月１回は救急隊、消火隊との連携訓練を実施する。
③水難救助技術に関して他の担当への知識共有を行う。

達成期限 レベル
レベル設定の理由 上位達成度の判定基準（可能性がある場合に記入する）

調整 B 業務量 A 優先度 B

消防署 一般職

技能 監督職

目標（事業／業務） 目標の具体的内容（以下に記載の行動をとり、目標を達成した場合にT3となる）
救急訓練年次計画を作成、立案し、救急
訓練を軌道に乗せ、プレホスピタルケア
の質の向上を図る。

①救急訓練年次計画を立案する。
②月に１回以上救急訓練を実施できる様に、各訓練想定票を作成する。
③基礎学力向上のため、基礎学力問題を作成し、イントラPC等を活用して学力（知識）向上できる環
境を整える。

達成期限 レベル
レベル設定の理由 上位達成度の判定基準（可能性がある場合に記入する）

創意工夫 B 行政課題 B 優先度 B
③において、複数の環境を構築し質の向上に寄与したと判断されてT2

目標（事業／業務） 目標の具体的内容（以下に記載の行動をとり、目標を達成した場合にT3となる）
安心、安全な水道水を安定して供給する
ため、水安全計画を活用し、水処理を行
う。

①昨年度策定された水安全計画を活用し、水処理のリスク管理を行う
②まだマニュアル化されていないリスクレベル３の項目に対してマニュアル化を行う
③水安全計画を活用しつつ、問題点、改善点を検討する

達成期限 レベル
レベル設定の理由 上位達成度の判定基準（可能性がある場合に記入する）

目標（事業／業務） 目標の具体的内容（以下に記載の行動をとり、目標を達成した場合にT3となる）
学校園などの管理業務の実施
（児童が安全かつ快適に過ごせる環境整
備）

① 指示のあった営繕業務だけでなく、日常的に学校で対象となる箇所について目を配り、学校から依
頼が入る前に対処する。
② 環境整備の実施にあたり、経費削減につながる改善提案を行う。

達成期限 レベル
レベル設定の理由 上位達成度の判定基準（可能性がある場合に記入する）

創意工夫 A 財政効果 A 優先度 B
②の内容を実践した場合、または効果の大きい提案内容と判断されてT２。

レベル設定の理由 上位達成度の判定基準（可能性がある場合に記入する）

課題解決 B
市民サー
ビス

B 優先度 B
④について、勉強会の実施をするなどチーム力の向上に資したと判断されT2。

4. 目標達成確認シート　記載例　4/4ページ

過去に設定された目標のうち、例として適したものを記載しています。なお、一般職と再任用職員の目標設定
に大きな差が見られなかったため、一般職の目標を割合を多くし、掲載しています。

目標（事業／業務） 目標の具体的内容（以下に記載の行動をとり、目標を達成した場合にT3となる）
各関係部局との連絡を図る ① 上司への報告・連絡・相談を行う。

② 職員の間や、学校園とのコミュニケーションとり、情報を迅速に共有するとともに営繕活動を円滑
に行う。
③ 市民及び職場内で好感をもたれる対応をする。
④ 互いに切磋琢磨し技能や知識を向上する。

達成期限 レベル

創意工夫 B 業務量 B 優先度 B
②で作成したマニュアルが日常業務に活用しやすいと判断されてT2

技能 一般職

技能 一般職
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